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小中学校に係る新学習指導要領（平成２０年３月２８日公示）

― 博物館・美術館関係記述抜粋 ―

【総則】

（中学校）

第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項

２ 以上のほか,次の事項に配慮するものとする。

＝新設＝

（13）生徒の自主的,自発的な参加により行われる部活動については,スポーツや文化

及び科学等に親しませ,学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するもので

あり,学校教育の一環として,教育課程との関連が図られるよう留意すること。そ

の際,地域や学校の実態に応じ,地域の人々の協力,社会教育施設や社会教育関係

団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うようにすること。

【社会】

（小学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（２）博物館や郷土資料館等の施設の活用を図るとともに,身近な地域及び国土の遺跡

や文化財などの観察や調査を取り入れるようにすること。

（中学校）

第２ 各分野の目標及び内容

〔歴史的分野〕

３ 内容の取扱い

（１）内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

カ 日本人の生活や生活に根ざした文化については,政治の動き,社会の動き,各地

域の地理的条件,身近な地域の歴史とも関連付けて指導したり,民俗学や考古学な

どの成果の活用や博物館、郷土資料館などの施設を見学・調査したりするなどし

て具体的に学ぶことができるようにすること。

【理科】

（小学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
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（３）博物館や科学学習センターなどと連携,協力を図りながら,それらを積極的に活

用するよう配慮すること。

（中学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

＝新設＝

（５）博物館や科学学習センターなどと積極的に連携,協力を図るよう配慮すること。

【図画工作】

（小学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

（５）各学年の「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては,児童や学校の実態に応じて,地域の美

術館などを利用したり,連携を図ったりすること。

【美術】

（中学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の指導については，次の事項に配慮するものとする。

（２）各学年の「Ｂ鑑賞」の題材については,日本及び諸外国の児童生徒の作品,アジ

アの文化遺産についても取り上げるとともに,美術館・博物館等の施設や文化財な

どを積極的に活用するようにすること。

【総合的な学習の時間】＝新設＝

（小学校）（中学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

（６）学校図書館の活用,他の学校との連携,公民館,図書館,博物館等の社会教育施設

や社会教育関係団体等の各種団体との連携,地域の教材や学習環境の積極的な活

用などの工夫を行うこと。

【特別活動】

（小学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては,次の事項に配慮するものとする。
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（１）特別活動の全体計画や各活動・学校行事の年間指導計画の作成に当たっては,

学校の創意工夫を生かすとともに,学級や学校の実態や児童の発達の段階などを

考慮し,児童による自主的,実践的な活動が助長されるようにすること。また,各教

科,道徳,外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図るとともに,

家庭や地域の人々との連携,社会教育施設等の活用などを工夫すること。

（中学校）

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（１）特別活動の全体計画や各活動・学校行事の年間指導計画の作成に当たっては,

学校の創意工夫を生かすとともに,学校の実態や生徒の発達の段階などを考慮し,

生徒による自主的,実践的な活動が助長されるようにすること。また,各教科,道徳

及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図るとともに,家庭や地域の人々

との連携,社会教育施設等の活用などを工夫すること。

（実施スケジュール）

２１年４月 小・中学校において先行実施（移行措置）開始

２３年４月 小学校学習指導要領全面実施

２４年４月 中学校学習指導要領全面実施


